
審査会風景

賞 作 品 名 氏 名（大字／町外者は市町村）
町長賞 『大空に泳ぐ』 三木利男（金井）
町議会議長賞 『天の川とこいのぼり』 小山亜泉（高崎市）
町教育長賞 『霧の共演』 大工原しず子（富岡市）
町観光協会長賞『荘厳』 関 義勝（福島）
入　選（12点）『春の日のお参り』 神保忠雄（高崎市）

『乱舞』 鶴田雪男（富岡市）
『邦楽の夕べ 篠笛』 西野治男（高崎市）
『結婚の森 君へのサプライズ』坂井智昭（小幡）
『春の訪れ』 御供良一（藤岡市）
『春の宵

よい

』 小林昭栄（金井）
『満開を走る』 三木利男（金井）
『うてー』 工藤則正（富岡市）
『楽山園　剣玉の舞』 黒澤 潔（伊勢崎市）
『アートの田植え』 鈴木健太郎（白倉）
『た～くさんのおひなさま』 横尾百合子（富岡市）
『田園を駆け抜ける』 岡野元栄（富岡市）

佳　作（６点） 『夕暮れの上信電鉄』 朝日政英（東京都）
『夜景』 鶴田雪男（富岡市）
『気合を入れて』 石井文江（安中市）
『春爛漫』 石井文江（安中市）
『おみごと』 鴇崎与四郎（伊勢崎市）
『燃ゆるもみじ山』 柴山潤壹（轟）

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
が
決
定　
　
　
　
■ 

産
業
課
商
工
観
光
係　

内
線
４
１
３

　

甘
楽
町
の
魅
力
を
伝
え
、
観
光
Ｐ
Ｒ

に
活
用
で
き
る
写
真
を
募
集
し
た「
甘

楽
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」に
町

内
外
か
ら
１
３
６
点（
43
人
）の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
会
が
12
月
23
日
に

開
か
れ
、
入
賞
作
品
22
点
が
決
定
し
ま

し
た
。
入
賞
作
品
名
・
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

「ありがたい賞をい
ただき大変うれしく
思います。数年前か
ら鯉のぼりの写真を
撮っていましたが、
なかなか思うように
撮れませんでした。
今回の写真は昨年４月に撮影したもの
です。鯉を見上げて手前の雪を入れ
て構図し、壁影を注視して鯉の重なり
がないようにと集中して撮りました」 『大空に泳ぐ』

（那須こいのぼりの里）

最
優
秀
賞（
町
長
賞
）受
賞
作
品
・

受
賞
者
の
紹
介

三木さん

●
野
口
節
朝
さ
ん（
白
倉
）

●
新
井
榮
浤
さ
ん（
小
幡
）

　

段
飾
り
雛
人
形
な
ど
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

善
意
の
紹
介

　
「
甘
楽
の
雛
祭
り
」が
２
月
29
日

か
ら
開
か
れ
、
旧
甘
楽
第
二
中
学

校
校
舎
な
ど
町
内
の
４
会
場
に
約

２
，０
０
０
体
の
雛
人
形
が
並
び

ま
し
た
。
４
月
12
日（
日
）ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
３
月
29
日
ま
で
長
岡
今

朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
入
賞
作
品
の
一
部
は
町

民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、

今
後
、
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ

ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
観
光

宣
伝
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

旧甘楽二中校舎の展示

町政の動き
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Kanra♥Nicaraguavol.９

Hola! NicaraguaHola! Nicaragua
オ  ラ　　  ニ  カ  ラ  グ  ア

新井淳司さん（金井）

　テレビ撮影や民族舞踊など
思いがけない歓迎で訪問が始
まりました。国のスポーツの中
心であるスポーツ庁や郊外の

エステリ市柔道教室、そして中米大学の柔道部
など各地で柔道交流を行いました。スポーツ庁
で普段練習をしている東京五輪候補のルイス・
モンテス選手が中米大学へも参加をし、「投の形」
の相手役を演じてくれました。活動は、それぞ
れ工夫されたプログラムで基礎運動や連絡技に
力を入れた内容でした。形の披露だけでなく、
投げ技や絞め技の実践動作を一緒に行うことで、
交流を図ることができました。どの会場でも、
礼儀正しく真摯な態度で、日本柔道が忘れかけ
ている「礼」を再認識することができました。

ホストタウン柔道交流

ル
イ
ス
・モ
ン
テ
ス
選
手
と
の

ル
イ
ス
・モ
ン
テ
ス
選
手
と
の

実
践
動
作（
中
米
大
学
）

実
践
動
作（
中
米
大
学
）

オリンピック出場を目指す選手の皆さんと（スポーツオリンピック出場を目指す選手の皆さんと（スポーツ庁）庁）

柔道着を寄贈柔道着を寄贈

オリンピック出場候補選手と（スポーツオリンピック出場候補選手と（スポーツ庁）庁）

白石豊樹さん（善慶寺）
　３つの練習場を訪問し、オリ
ンピック候補選手をはじめ柔道
に取り組む人たちと形の演武や
技術指導を通して交流。どの会

場でも質問が相次ぎ、熱心に取り組む姿が印象
的でした。体力づくりを兼ねた準備運動や寝技
の上手さには驚きました。また、あいさつ・礼
儀などの柔道の基本がしっかり身に付いており、
発生国日本から来た者への敬意や柔道を通して
心が通じ合う喜びを感じて感動しました。日本
フェスティバルでは、小学生たちが「投の形」を
演武し、柔道を正しく受け継ぎ発展させてくれ
る可能性を感じました。海外事情から学ぶ好機
を与えていただいたJICAをはじめとする内外の
関係者の方々に心から感謝しています。

「「極極
きき

めの形」を披露（スポーツ庁）めの形」を披露（スポーツ庁）

エ
ス
テ
リ
市
柔
道
教
室
で
指
導

エ
ス
テ
リ
市
柔
道
教
室
で
指
導

日本フェスティバルでの演武日本フェスティバルでの演武

　２月にニカラグア共和国を訪問した
「JICA（国際協力機
構）調査団」。今回は、
柔道指導者２人が現
地での柔道交流の様
子を報告します。

ブラジル

ウルグアイ

パラグアイ

アルゼンチン

チリ

ボリビア
ペルー

エクアドルエクアドル

コロンビアコロンビア

ベネズエラベネズエラ スリナム
ギアナ

グアテマラグアテマラ
エルサルバドルエルサルバドル

コスタリカコスタリカ

ＵＳＡ

ニカラグアニカラグア
ガイアナ

キューバキューバ

パナマパナマ

ジャマイカジャマイカ
メキシコメキシコ ホンジュラスホンジュラス
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ー 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

ー
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
川
村 

僚
さ
ん
と
木
村
友
海

さ
ん
が
３
月
末
日
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
の
8
月
よ
り
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
甘
楽
町
の
皆
さ

ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
ま
で
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

任
期
中
は
、
（
一
財
）
甘
楽
町
都

市
農
村
交
流
協
会
を
中
心
に
お
世
話

に
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
は
甘
楽
亭
や

ド
ロ
ー
ン
関
連
の
事
業
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
町
を
離
れ
、
都
内
の
企
業

に
就
職
す
る
予
定
で
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
と
、
甘
楽

町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

活
動
期
間
中
は
た
く
さ
ん
の
町
民

の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
充
実

し
た
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅
甘
楽
を
拠
点
と
し
て
活
動

し
な
が
ら
、
御
殿
前
レ
ス
ト
ラ
ン

「
プ
レ
ト
リ
オ
」
で
は
お
店
の
立
ち

上
げ
に
関
わ
り
、
ピ
ザ
メ
ニ
ュ
ー
の

考
案
も
担
当
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
稲
含
塾
で
野
外
活
動

を
通
し
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ

ー
ト
や
、
台
湾
で
の
旅
行
展
覧
会
に

て
町
の
Ｐ
Ｒ
、
語
学
力
を
い
か
し
て

町
内
在
住
在
勤
外
国
人
向
け
の
日
本

語
教
室
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
退
任
と
な

り
ま
す
が
今
後
も
群
馬
の
魅
力
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

木村友海さん

川村 僚さん

町職員にドローンの操作を説明

多文化共生事業の日本語講座に協力

ピ
ザ
を
焼
く
木
村
さ
ん

ドローンで空撮を行う川村さん

町政の動き
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住宅用太陽光発電設備

vol.130

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

　町では地球温暖化対策の推進、新エネルギーの普及促進を図るため、
住宅用太陽光発電設備を設置した人に、その費用の一部を補助してい
ます。

　ただし、町内業者施工の場合、１キロワットあたり１万円の加算が
あります。（上限14万円）
　なお、申請は電力会社と電力連結完了後になります。
※詳細はお問合せください。町ホームページにも掲載しています。

■ 問合せ先　住民課環境係　内線269

設置補助金制度をご利用ください

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■ 

住
民
課
住
民
係　

内
線
２
６
４

ご
存
知
で
す
か「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

補助金額　１キロワットあたり…２万５千円（上限10万円）

　

20
歳
以
上
の
学
生
は
、「
学
生
納
付
特

例
申
請
」
に
よ
り
承
認
を
受
け
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

が
、
令
和
元
年
度
に
承
認
さ
れ
て
い
る

人
で
今
年
度
も
在
学
予
定
の
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
形
式
の
申

請
書
が
４
月
に
送
付
さ
れ
、
返
送
す
る

だ
け
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
し
た

年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　

初
め
て
申
請
す
る
人
や
学
校
な
ど
に

変
更
が
あ
る
人
、
は
が
き
形
式
の
申
請

書
が
届
か
な
か
っ
た
人
は
住
民
係
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

　

高
崎
年
金
事
務
所　

　

☎
０
２
７
（
３
２
２
）
４
２
９
９

〜 

学
生
は
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す 

〜

承認される
条　件

・学生納付特例対象校（※）に在学している人
・ 本人の前年所得が118万円＋（扶養親族の人数×38万円）
以下の人、または失業などの理由がある人

承認される
期　間

令和２年４月～令和３年３月までの１年間
※ 申請日から２年１カ月前までさかのぼって申請可。

手続きに
必要なもの

・年金手帳または個人番号のわかるもの
・ 学生証の写しまたは在学証明書（在学期間のわかるもの)
・認め印（本人でない場合）
・失業などの確認ができるもの（失業などの理由の場合）

〜

※※  

学
生
納
付
特
例
対
象
校
の

学
生
納
付
特
例
対
象
校
の

確
認
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

確
認
は
こ
ち
ら
か
ら
↓
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